





























　現在、世界で話されている言語の数は 5,000 とも 7,000 とも言われている。『エスノロー
グ（Ethnologue）』（2005）によれば2、世界で話されている言語数は 6,912 で、その 95％
の言語が世界の言語人口のほんの 6%に過ぎないのに対し、1000 万人以上の話し手がい
－ 54 －
るわずか 1.3%（83 言語）の言語だけで世界の言語人口の 79.4% を占めている。話し手が




た「絶滅寸前の言語」が 20 ～ 50％あり、子どもがまだ母語として習得し続けているが、
現状のままでは 21 世紀末までに「絶滅寸前言語」になる可能性のある「消滅の危機に瀕
した言語」が 40 ～ 75％で、将来に渡って確実に話され続けるであろう「安泰な言語」は
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　インターネットは世界の人々をつないだと言われているが、英語の支配を浮き立たせ、
言語の多様性を追いやっているのが現実である。図１はウェブページ総数約 3,130 億の





Global Reach の調査では、2003 年末の世界のインターネット人口は世界人口の 11.5％に
あたる 7億 3千万人で、英語利用が約 4割であった。それが、2007 年 1 月現在では、イ
ンターネット利用者は 11 億人に膨れ上がっている。表１に見るように、2000 年からの約
7年間でインターネット成長割合の伸びは目覚ましく、英語以外の言語参入の急ピッチぶ
りが確認できる。














１　英語 29.9％ 327,084,785 28.6％ 138.5％ 1,143,218,916
２　中国語 14.0％ 153,301,513 11.3％ 374.6％ 1,351,737,925
３　スペイン語 8.0％ 87,253,448 17.0％ 253.4％ 512,036,778
４　日本語 7.9％ 86,300,000 67.1％ 83.3％ 128,646,345
５　ドイツ語 5.4％ 58,854,682 61.3％ 113.2％ 96,025,053
６　フランス語 5.0％ 54,774,714 14.1％ 349.0％ 387,820,873
７　ポルトガル語 3.1％ 34,064,760 14.6％ 349.6％ 234,099,347
８　コリア語 3.1％ 33,900,000 45.3％ 78.0％ 74,811,368
９　イタリア語 2.8％ 30,763,848 51.7％ 133.1％ 59,546,696
10　アラビア語 2.6％ 28,497,400 8.4％ 930.2％ 340,548,157
上位 10 言語 81.8％ 894,795,150 20,7％ 176.5％ 4,328,491,457
その他の言語 18.2％ 198,734,542 8.8％ 431.9％ 2,246,174,960
世界合計 100.0％ 1,093,529,692 16.6％ 202.9％ 6,574,666,417




























































































表 2－ 1　世界の母語人口 表 2－ 2　世界の言語別使用人口
１ 中国語（北京語） 885 中国語（北京語） 1,075
２ 英語 400 英語 514
３ スペイン語 332 ヒンディー語 496
４ ヒンディー語 236 スペイン語 425
５ アラビア語 200 ロシア語 275
６ ポルトガル語 175 アラビア語 256
７ ロシア語 170 ベンガル語 215
８ ベンガル語 168 ポルトガル語 194
９ 日本語 125 マレー・インドネシア語 176
10 ドイツ語 100 フランス語 129
上位 10 言語 2,791 上位 10 言語 3,755
出典：文部科学省中央教育審議会初等中等教育分科会教育課程部会外国語専門部会（第 14 回）配布





































































































　欧州委員会の 2005 年 11 月～ 12 月調査報告書『ヨーロッパ人と言語（European and 
their Languages）』（2006）によれば、EU加盟 25 カ国で一番よく話されている言語の上位
は、トップが英語で 51％（うち母語話者は 13％）、次いでドイツ語 32％（うち母語話者











































































































2,500 万人）を 2010 年までに 1億人に増やすことであった。ところが 2007 年 1 月現在、
わずか 2年あまりの間に 51 カ国・地域に設立または協定が結ばれ、孔子学院数は 130 校
にのぼり、海外の中国語学習者数概算は 500 万人増の 3,000 万人を超えている。2008 年
の北京オリンピック、そして 10 年の上海万博開催までにさらに普及を加速させ、中国国
家中国語普及領導小組弁公室は、目標どおり 2010 年には世界の中国語学者数は 1億人に
達すると予測している。

















た。2007 年 1 月、外務省と国際交流基金は、海外の日本語学習拠点を、現在の 10 カ所か
ら 100 ヵ所以上にし、日本語普及を強化する方針を明らかにした。
　言語とその文化のプロモーション活動は、外交戦略である。2007年1月現在、ブリティッ
シュ・カウンシルは 110 カ国・地域、234 都市に事務所（220 はセンター）を開設し、7,500
人のスタッフを持つ。アリアンス・フランセーズは外務省直轄の文化施設だけで 151ヵ所、
職員数は 5,550 人で、「アリアンス・フランセーズ」の名称を持つ施設は、世界 136 カ国
に 1,100 以上が存在する。そのうち 785 施設が語学施設で、219 は外務省の助成を受けて
いる。どちらも受入国との協力関係に基づく法人であり、授業料や検定試験等で独立採算
の仕組みになっているが、国家の助成金も大きい。ゲーテ・インスティトゥートは国家予
算年間 439 億円（278 百万ユーロ）を設け、海外 77 カ国に 128 の事務所を構え、3,300
人のスタッフがいる。日本の国際交流基金は 2005 年度予算が 171 億円に伸び、日本語教
育事業費は 38 億 9千万円と微増だが、職員数も 232 人と桁違いに小さい。ジャパンファ
































アメリカ 英国 ドイツ フランス オーストラリア 日本
高等教育機関在籍者数
単位：1000 人 　注 1
9,010
（15,312） 1,386 1,799 2,175 945 3,656
留学生（受入れ）数
































トタイム学生を含めた数値。アメリカ合衆国、ドイツは 2000 年現在、英国、フランスは 2002 年現在、





上がりにある。インターネットラジオ「CRI on line」(2006 年 2 月 17 日付け ) によれば、
2005 年の 1年間で海外から 14 万人の留学生を受け入れている。10 年前は 36,000 人にす
ぎなかった留学生数が、この 5年間で毎年 20%の伸び率であるという。中国は送り出し









　日本が、当時のフランスを目標として 1983 年に始まった、いわゆる「留学生受入れ 10





比 3.2% 減となっている。これは中国出身者が前年比より 6,300 人（7.8%）減少したこと
に起因している。日本の国費留学生数も 9,869 人で微減（2005 年度 9,891 人）と、97 年
のアジア通貨危機以来の減少を見せている。アジア地域からの留学生が 9割を超え、中
国、韓国、台湾からの近隣国留学生で全留学生の約 8割を占めている傾向は変わっていな
い。中国は国内の大学入学定員枠を拡大し、2010 年までに大学入学率を 25%（05 年度は
21％、大学生 2,300 万人、大学院生 140 万人）にして、大学生を 3,000 万人にすると発表
している。中国ではすでに大学院教育の拡充に入り、大学教育の大衆化の段階にある。こ


































































2 『Ethnologue』第 15 版では、言語総数 6,912 とし、第一言語話者数別の言語分布は以下のように
示している。
人口幅 言語数 割合 累積 話者数 割合 累積
100,000,000 ～ 999,999,999 8 0.1 0.1% 2,301,423,372 40.20753 40.20753%
10,000,000 ～ 99,999,999 75 1.1 1.2% 2,246,597,929 39.24969 79.45723%
1,000,000 ～ 9,999,999 264 3.8 5.0% 825,681,046 14.42525 93.88247%
100,000 ～ 999,999 892 12.9 17.9% 283,651,418 4.99560 98.83807%
10,000 ～ 99,999 1,779 25.7 43.7% 58,442,338 1.02103 99.85910%
1,000 ～ 9,999 1,967 28.5 72.1% 7,594,224 0.13268 99.99177%
100 ～ 999 1,071 15.5 87.6% 457,022 0.00798 99.99976%
10 ～ 99 344 5.0 92.6% 13,163 0.00023 99.99999%
１～ 9 204 3.0 95.5% 698 0.00010 100.00000%
不明 308 4.5 100.0%
合　計 6,912 100.0 5,723,861,210 100.00000
3 クラウスは言語の分類に、「安泰」か「危機状態」か「消滅」かに「瀕死」を加えたことで、多
くの論文に引用されているが、さらに一歩進めた Kincade (1991)の 5段階分類法（「生存可能な
言語」「生存可能だが少数」「危機に瀕している」「消滅に近い」「絶滅」）等もある。『消滅する言語』






5 日本は、非常任理事国だった 2004 年～ 2006 年には、国連分担金の約 19.5％を負担している。
これはアメリカの分担率約 22％に次いで世界第 2位。それでも 2000 年の国連分担率 20.57％に
比べれば、不公平感が微減したとはいえ、飛びぬけて多い分担金を拠出してきている。「金は出
しても、口は出せない」と言われるほどで、国連事務局の日本人職員も、外務省資料の 2006 年
6 月現在では、望ましい職員数が 262 ～ 355 人であるのに対して、111 人。これは、分担率 8.66％









7 スウェーデン人のエスペランティスト、Hans Malv (2004)氏は、自身のウェブサイトで、EUの
公用語にエスペラント語を使うように提案している。その理由に「EU加盟国が 25 カ国、公用









の過程で消えているそうです」「EUの公用語が 11 言語であったときの 2003 年、通訳・翻訳者等、
言語業務にかかった経費は約 7億ユーロ（900 億円）です。EUはどの国際機関よりも多言語使
用のために膨大な費用をかけているのです」「国連では書類が公用語の６言語すべてに翻訳され
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